
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 天 文 現 象 日 曜 天 文 現 象 

6 土 ● 新 月 （7：57） 25 木 
土星食 

（小笠原諸島を除く全国で昼間に起こる） 

14 金   上 弦 （7:49） 28 金  下 弦 （11:52） 

21 日 ○ 満 月（19：17）    

【 見ごろの惑星 】 （☆マークは、今月のおすすめです。）  

  水星（ 0.2 等前後）：かに座→しし座付近 

  金星（-3.9 等前後）：ふたご座→かに座付近 

 ☆火星（ 1.0 等前後）：おひつじ座→おうし座付近 

 ☆木星（-2.0 等前後）：おうし座付近 

 ☆土星（ 0.9 等前後）：みずがめ座付近 

日の入り後、西の低空で輝く。（中旬）  

観望に適さない。 

日の出前、東の空で輝く。 

日の出前、東の空で輝く。（中旬以降）  

真夜中頃、南東の低空で輝く。 

令和 6年 7月の星空さんぽ☆ガイド ～ほしを眺めてみませんか～

★7月の星空案内 

7月の夜空では、春の星座と夏の星座を見ることができます。まず、春の星座を探すには、北

西の空高いところにある７つの星を結んでできる「スプーン」のような形の星の並び“北斗七星”

を見つけましょう。北斗七星はおおぐま座の背中からしっぽに当たる部分です。そのしっぽのカ

ーブを南へのばしていくと、オレンジ色に輝くうしかい座の１等星アークトゥルスがあります。

うしかい座は「ネクタイ」のような形の星の並びが目印になります。さらにそのカーブをのばし

ていくと白く輝くおとめ座の１等星スピカがあります。おとめ座は「アルファベットのｙの字」

のような形の星の並びが目印です。北斗七星からアークトゥルス、スピカまでのばしたカーブを

『春の大曲線』といいます。 

次に、夏の星座を探す目印になるのは、ベガとアルタイル、デネブの３つの星を結んでできる

『夏の大三角』です。３つの星はすべて東の空高いところで見つけることができます。中でも一

番明るい星が、七夕の織姫星として知られる、こと座の１等星ベガです。こと座は、ベガと小さ

な四角形の星の並びが目印です。ベガから少し東、天の川を渡って反対側にある１等星が、彦星

として知られるわし座の１等星アルタイルです。わし座は、アルタイルとその両脇にある２つの

星の並びが目印です。ベガから北東に目を移すとはくちょう座の１等星デネブが輝いています。

はくちょう座はデネブを頂点とする大きな十字の星の並びが目印です。 

『春の大曲線』と『夏の大三角』をたよりに、春と夏の星座を探してみてはいかがでしょうか。 

上旬（10日前後）：午後 9時ごろ 

下旬（25日前後）：午後 8時ごろ 

注目の天文現象（7 月）～月が火星、木星に接近～ 

７月の夜明け前の東の空には、約１等級の火星とマイナス２等級の木星が見えています。7 月の初めに、この

2 つの惑星の近くを通過した月が、約２７日周期で地球の周りを一周し、月末に再び２つの惑星の近くに戻って

きます。 

30 日に、月はプレアデス星団（おうし座にある散開星団で、和名は「すばる」と言います）と双眼鏡の同一視野

で見られる程度に接近します。この日は、月は赤く輝く火星の西側（上）に見えています。31 日になると、月は火

星の横を通過して、木星と並んで見えます。 

明るく輝く惑星と月の接近は、夜明け前の空で目を楽しませてくれる情景です。早起きして、観察してみてはい

かがでしょうか。 

       日の出  日の入  
    １日 ５：１２ １９：３２ 

   １５日 ５：１９ １９：２８ 

   ３１日 ５：３０ １９：１８ 

           （久留米市） 


